
医療工学講座

成17年）２月に平雅之講師が准教授に昇任され，
同年４月に九州大学から根津尚史講師が着任さ
れました．2010 年（平成 22 年）３月には荒木
吉馬教授が定年退職されました．荒木先生は学
内では先端歯科医療研究センター長，歯学部長

（2004 年４月～ 2007 年３月）を，学外では日本
歯科理工学会北海道・東北支部長，理事，常任
理事，日本私立歯科大学協会理事を務められま
した．

2014 年（平成 26 年）３月に根津尚史講師が
北海道医療大学に准教授として栄転されまし
た．荒木吉馬教授の退職後４年間教授不在が続
いていましたが，同年５月に東京歯科大学歯科
理工学講座から服部雅之教授が三代目教授とし
て着任されました．講座名も現在の統合基礎講
座　医療工学講座となりました．2017 年（平成
29 年）３月に東京歯科大学歯科理工学講座の
武本真治准教授が特任教授として着任しまし
た．同年３月末に服部雅之教授が東京歯科大学
に異動され，同５月に武本真治特任教授が四代
目教授として着任しました．2018 年（平成 30 年）
４月にはドイツ共和国の Eberhard-Karls 大学
Tubingen から澤田智史講師と本学補綴・イン
プラント学講座の大学院を修了した菅原志帆助
教が新たに着任し，現在６名のスタッフで運用
しています．また，服部雅之客員教授をはじめ，
７名の非常勤講師の先生方，研究員の先生方に
も講義・実習にご協力いただいています．

２．最近10年間の歩みと現状

草創期から平成のはじめごろまでに，現在も
使用されているアルジネート印象材，床用アク
リルレジン，鋳造用金合金，充填用コンポジッ
トレジン，合成ゴム系印象材，エアタービンや
マイクロモーターハンドピースの開発などに加
えて，歯科精密鋳造法の検討やユニットの改良
など幅広く取り組まれていました．

1999 年（平成 11 年）に採択された「ハイテ

１．教室の歴史

1965 年（昭和 40 年）に岩手医科大学歯学部
が開設され，歯科理工学講座は 1966 年（昭和
41 年）１月に日本大学歯学部歯科理工学教室か
ら亀田務初代教授が着任され歩みはじめまし
た．着任後に教育設備，研究設備の設置，教室
運営のための教室員の確保に着手されました．
臨床歯科学とめざましい発展をしていた工学と
の接点となり歯科学の真の基礎学となるべき歯
科理工学の確立を目標に教室運営をされまし
た．そのような考えから，教育および研究に必
要な教室員はできるだけ広い領域から人材を集
めることを考えられました．当時，1969 年（昭
和 44 年）にかけて松隈保助手，吉田馨補手，
教養部から桂啓文助手，咲山久子助手，大泉貞
治助教授，市丸俊夫助手が採用され，開設草創
期の陣容が整いました．その後，1971 年（昭和
46 年）３月に第一期生が卒業以後，神達宏助手，
小塚照夫副手，三期生の兼子研一助手，五期生
の池田政明副手が入局し，昭和 50 年代に入り，
桂啓文助手の講師昇任，さらに齋藤設雄助手の
入局，市丸俊夫助手の嘱託講師昇任があり，講
座が充実していきました．その間，副手，大学
院生が入局し，大泉貞治助教授が転属により教
養部教授に，大学院を修了した坂井論院生，昆
隆一院生が助手として採用されました．

1997 年（平成９年）３月に亀田先生が退職後，
同年８月に北海道医療大学から荒木 吉馬 准教
授が二代目教授として就任されました．就任後，
1999 年（平成 11 年）３月に齋藤設雄助手が嘱
託講師に昇任，2000 年（平成 12 年）３月に市
丸俊夫講師が弘前大学医療短期大学に教授とし
て栄転されました．同年６月には大阪大学歯学
部から平雅之講師が着任されました．2003年（平
成）３月に昆隆一助手が開業のため退職，４月
に佐々木かおり助手が着任されました．2004 年
３月に桂啓文助教授が定年退職され，2005 年（平
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クリサーチプロジェクト」「オープンリサーチ
プロジェクト」を軸とした研究推進活動に荒木
教授をはじめ積極的に関与しました．また，外
部資金として科学研究費補助金も基盤研究，奨
励研究，萌芽研究，若手研究を取得しました．
大型機器として原子間力顕微鏡，熱分析装置，
細胞培養装置，高速液体クロマトグラフィー，
Ｘ線回折装置，Ｘ線光電子分光分析装置（XPS），
Ｘ線マイクロ CT，フーリエ変化赤外分光光度
計，ダイナミック微小硬度計，水晶振動子マイ
クロバランス装置が導入され，研究活動も活発
となり，業績も得ました．荒木教授は先進歯科
医療研究センター長も務め，大学の研究推進に
貢献されました．

近年はインプラント表面改質のためのアルカ
ンチオールでの表面修飾や間葉系幹細胞（MSC）
の生体移植に関する検討，審美性歯科材料の臨
床応用に関する研究を進めています．チタン表
面に金蒸着によって被覆し，アルカンチオール
固定との関連について XPS による表面分析と
ぬれ性では金の被覆率によってアルカンチオー
ルの固定量が増加し，分子同士がタイトに集積
することを見いだしました．緑色蛍光マウス由
来間葉系幹細胞（MSC）をヌードマウスへの移
植の試みでは，ヌードマウスの背部皮下に
SDF-1 αを配合したカチオン化ゼラチン小片を
埋入し，３日後の MSC 細胞の走化性（ホーミ
ング能力）を蛍光発光測定装置（IVIS Lumina 
Imaging System）を用いて行いました．その結
果，緑色蛍光強発現 MSC のヌードマウス内で
の生着は困難でした．プライマリーの遺伝子改
変・緑色蛍光強発現マウス由来 MSC は生存力
が弱いため，何らかの条件（血管新生能など）
を付加してヌードマウスに移植することが必要
であると考えている．MSC の自家移植及び同
種移植は未来型医療に有益であり，今後の研究
が期待されます．

その他にも，近年金属ポストの代わりに応用
されるようになってきたファイバー強化型コン
ポジットレジンポスト（FRC ポスト）を使用し
た支台築造法に関する検討や歯科用インプラン

ト体としてのチタンやチタン合金の疲労強度，
ジルコニア製補綴装置の強さと接着強さ，審美
性歯冠修復物としてコンポジットレジン冠やレ
ジンブロックの摩耗挙動などを検討しています．

教育は主担当している歯科理工学および歯科
理工学実習が２年後期と３年前期に開講してい
ます．2014 年度（平成 26 年度）までは２年時
の講義と３年時に講義と実習を行っていました
が，講義内容を実習で確認することを目的とし
て，2015 年度（平成 27 年度）には実習を２年
時と３年時に分けて行うことにしました．現在，
２年時には診療の流れを確認しながら行うため，
広義の鋳造として印象採得から鋳造操作までを
行っています．実習項目として，印象材，模型
用石膏，鋳造原型材料（ワックス），鋳造用埋没
材，および精密鋳造を行っています．３年時には，
義歯床用アクリルレジン，歯科用セメント，接
着性レジンセメント，歯冠修復用コンポジット
レジン，ろう付けおよび金属の加工・熱処理の
実習を行っています．座学で学習した材料の特
性を確認しながら，技工操作や臨床での使用を
意識することができるように工夫しています．

主担当の歯科理工学の他に１年時には基礎歯
科学入門，臨床歯科学入門でも材料の基礎から
臨床での応用されていることを教授しています．
また，３年後期で本学に特徴のある臨床科目の
コ ー ス で は IDP（Introduction to the Dental 
Patient）で印象採得から模型作製の材料，審美
修復材料について講義を担当するとともに，
TxAD（Treatment of Active Disease）では鋳
造用材料の講義担当や，保存修復学のコンポジッ
トレジンや接着についてオブザーバーとして参
画しています．さらに，３年時にはコア歯学教育
演習基礎で基礎的知見を復習できるように促し，
４年修了時に行われる客観的知識能力試験

（CBT：Computer Based Testing）を見据えた
総合的講義と演習も行っています．４年時の FR

（Final Restoration）ではバイオマテリアルとし
て補綴に使用する材料について補綴・インプラ
ン ト 学 講 座 の 担 当 教 員 と， ま た，TxChild

（Treatment of Child and Adolescent）では歯科
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矯正用材料についての講義を歯科矯正学分野の
佐藤和朗教授とコラボレーションして担当して
います．さらに，コア歯学教育演習として，
CBT での基礎学力向上を目指した講義および演
習を担当しています．５年の臨床での講義では，
実際に臨床に出ている学生に対して治療で使用
する材料の復習から臨床で用いられている材料
について臨床歯科理工学を意識しています．６
年では国家試験合格を見据えて，基礎的知見か
ら臨床応用まで歯科材料がかかわる幅広い分野
での知識を復習しています．2018 年度から導入
された臨床講座とのコラボレーション講義（知
識統合講義）では補綴・インプラント学講座と
歯科保存学講座う蝕治療学分野の担当教員と積
極的に話をし，学生に分かりやすい講義を目指
しています．

３．人事（令和元年５月１日現在）

令和元年５月１日現在，武本真治教授，平雅
之准教授，齋藤設雄講師，澤田智史講師，佐々
木かおり助教，菅原志帆助教の６名のスタッフ
に加えて，服部雅之客員教授（東京歯科大学教
授），高橋英和非常勤講師（東京医科歯科大学
教授），都留寛治非常勤講師（福岡歯科大学教
授），田邉耕士非常勤講師（環境省課長補佐），
昆隆一非常勤講師（開業医），野口竜実非常勤
講師（開業医），勢島尚非常勤講師（開業医），
渡邉浩章非常勤講師（開業勤務医），畑中昭彦
研究員（開業医）で教育，研究に取り組んでい
ます．特に，歯科材料・器械は触れてその特徴

を理解する必要があると考え，できるだけたく
さんの材料を使用して，CBT や国家試験，臨
床実習などに役立つように歯科理工学実習に力
を入れています．

４．最近10年間業績ならびに主な表彰
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